
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）

一志総合支所 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

一志・地域
振興課

地域がが
やきプロ
グラム事
業

　中部エリアでは、温泉、農業
等の中部エリアの地域資源を磨
き上げて観光資源として活用す
るとともに、農業の高付加価値
化により地域を活性化し、さら
に地域のふれあい、交流を促進
して地域力を養うために、みの
りとぬくもりの郷づくりを目指
します。
　一志地域では、温泉利用客の
ための温泉ゾーン魅力アップ事
業や、人と自然の共生を考えた
活動に取り組みます。

事業数

　地域活性化の為、事業
実施が必要となるため、
実施事業数を成果指標と
します。

5事業 5事業

　地域活性化に寄与する
取組については実施計画
通り行われました。今後
も、新たな取組を実施し
ていくことが地域振興に
つながっていくと考えま
す。

4

　旧町から継続してきた
事業で、地域の協力もあ
り達成できている。５事
業を実施し、地域の活性
化に寄与できました。今
後も、魅力ある事業展開
を検討していきたいと考
えています。

現状維持

　一志町の時代から引き
継がれてきた事業であ
り、地域の活性化の為に
も継続していく必要があ
ります。

一志・地域
振興課

地域イン
フラ維持
事業

　課題等の対応に向けた初動と
して、すぐに「できるもの」と
「できないもの」を整理し、ま
ず市民や地域にその対応の方向
性を示すとともに、できること
から迅速かつ着実に取り組む。

予算執行率
　取り組み状況の目安と
して、予算執行率を成果
指標とします。

100% 100%
　目標を達成することが
できた。

3

　要望に対し概ね早い対
応ができており、好評を
いただいている。住民満
足度の向上に大きく寄与
すると思われる。

拡充・充
実

　出された要望に対し、
全てに応えきれていない
ため、増枠し充実を図り
たい。

一志・地域
振興課

地域イン
フラ補修
事業

　課題等の対応に向けた初動と
して、すぐに「できるもの」と
「できないもの」を整理し、ま
ず市民や地域にその対応の方向
性を示すとともに、できること
から迅速かつ着実に取り組む。

予算執行率
　取り組み状況の目安と
して、予算執行率を成果
指標とします。

100% 99%
　目標をほぼ達成するこ
とができた。

3

　要望に対し概ね早い対
応ができており、好評を
いただいている。住民満
足度の向上に大きく寄与
すると思われる。

拡充・充
実

　出された要望に対し、
全てに応えきれていない
ため、増枠し充実を図り
たい。

一志・地域
振興課

地域情報
発信事業

　一志地域の身近な情報を中心
に、定期的に地域内全世帯を対
象に、地域だよりを発行配布し
情報発信していく。

地域だよりの
発行回数

　地域の情報を発信する
地域だよりの発行回数を
指標とします。

4回 4回
　年４回の発行し、目標
は達成しているため現状
維持

3

　一志地域の身近な出来
事を掲載することによ
り、様々な活動、イベン
ト開催の情報発信でき
た。
掲載内容をさらに充実さ
せる。

拡充・充
実

　掲載内容をさらに充実
していくよう努めていき
ます。

一志・地域
振興課

とことめ
の里一志
管理運営
事業

　地域住民の健康保持及び保険
意識の向上並びに福祉の増進、
教育文化の充実を図ります。

施設の利用人
数

　地域の人々が交流とや
すらぎの場として幅広く
利用いただくため利用人
数を指標とします。

460,000
人
436,952

人
　実績値で前年比１０％
増でした。

3

　保健福祉・文化・交流
の活動拠点として広く利
用されていますが、温泉
部分の利用者は減少傾向
にあります。
　当施設は築後２０年弱
が経過しているので、年
次修繕計画に沿って環境
整備を進めます。また、
管理運営保保について
は、当該修繕計画に基づ
いた対応後の指定管理の
みならず温泉部門のみの
業務委託も踏まえた検討
をしていきます。

拡充・充
実

　年次修繕計画に沿って
環境整備を進めます。ま
た、管理運営方法につい
ては、当該修繕計画に基
づいた対応後の指定管理
のみならず温泉部門のみ
の業務委託も踏まえた検
討をしていきます。

一志・地域
振興課

やすらぎ
の湯管理
運営事業

　地域住民の健康保持及び保健
意識の向上並びに福祉の増進、
教育文化の充実を図ります。

施設の利用人
数

　地域の人々が交流とや
すらぎの場として幅広く
利用いただくため利用人
数を指標とします。

345,000
人
332,118

人

　三重県の企画への協
力、雑誌等への掲載、
クーポン券やスタンプ
カードの発行などを行
い、施設のＰＲ、利用促
進に努めました。

3

　源泉設備の故障による
臨時休館のあった前年度
に比べて増加したもの
の、利用者数は依然とし
て減少傾向にあります。
施設が築後20年弱経過し
ていることから、年次修
繕計画に沿った環境整備
を進め、新規利用者の獲
得につながるサービスの
改善・充実に努めます。

拡充・充
実

　温泉利用料金の改定や
歳出の削減、またレスト
ハウスのメニュー見直し
による収益性の向上など
の経営改善を進め、併せ
てサービスの改善・充実
に努めることで利用者の
増加につなげたいと思い
ます。

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価
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一志・地域
振興課

行財政改
革関係事
業

　一志地域唯一の野球場とし
て、健康増進・地域間交流・
人々のふれ合い・憩いの場とし
て利用していただいている。ま
た、合併以後は一志地域以外の
利用者も多く、今後一層の増加
も見込まれることから、利用し
やすい環境を維持できるよう利
用者へのサービス提供を怠ら
ず、地域の活性化に繋げていけ
るよう努めていく。

経営型の行政
運営の推進

　行財政改革の推進及び
組織風土改革の推進によ
る経営型の行政運営が庁
内に浸透し、推進が図ら
れるようにすることによ
り、住民本位の行政サー
ビスを簡素で効率的な行
政運営により実現するこ
とで、バランスのとれた
行政経営の展開を図りま
す。

3,000人 2,090人

　アマチュアの野球
人口の減少が実感さ
れる中、施設環境を
充実させることで、
少しでも利用者を増
加させたい。

　野球人口が減少する
中、大きな大会は中央の
大きな野球場で開催され
るようになり、利用者の
減少に歯止めがかからな
い。
　設備・サービスを充実
させ、少しでも利用者を
増加させたい。

3

　施設管理においては、
農村地域に位置する事か
ら、施設附近の草刈や水
路の清浄化に配慮した。
グラウンド内の整備につ
いては、こまめに行い、
不陸整正に時間を費やし
た。１人勤務による窓口
の不在や電話の対応、さ
らに駐車場不足による路
上駐車への対応に苦慮す
るなど、市民サービスに
関する点で課題も見え
た。

現状維持

　概ね施設管理について
は、目的を遂行している
ため、今後も市民サービ
スに重点を置き、運営し
ていく。

一志・地域
振興課

行財政改
革関係事
業

　一志地域唯一のテニスコート
として、健康増進・地域間交
流・人々のふれ合い・憩いの場
として利用していただいてい
る。中体連等の大会も行われる
ため、必要不可欠な施設として
位置づけられる。また、合併以
後は一志地域以外の利用者も多
く、利用しやすい環境を維持し
つつ利用者へのサービス提供を
怠らず、地域の活性化に繋げて
いけるよう努めていく。

利用人数

　行財政改革の推進及び
組織風土改革の推進によ
る経営型の行政運営が庁
内に浸透し、推進が図ら
れるようにすることによ
り、住民本位の行政サー
ビスを簡素で効率的な行
政運営により実現するこ
とで、バランスのとれた
行政経営の展開を図りま
す。

10,000
人

10,750
人

　老朽化が進む施設
の維持に励み、利用
者を増加させたい。

　利用者数はほぼ横ばい
となったが、目標を達成
できたので、照明設備の
改修等の懸案事項に対応
し、更なる利用者の増加
につなげたい。

3

　施設管理においては、
農村地域に位置する事か
ら、施設附近の草刈や水
路の清浄化に配慮した。
グラウンド内の整備につ
いては、こまめに行い、
不陸整正に時間を費やし
た。多人数来場時の駐車
場不足の問題や、１人勤
務による窓口の不在や電
話の対応に苦慮するなど
の、市民サービスに関す
る点で課題も見えた。

現状維持

　改善が難しい駐車場不
測の問題を抱えるが、施
設とサービスの充実をは
かり、利用者の満足度を
高めていく必要がある。

一志・地域
振興課

会館、市
民セン
ター管理
運営事業

　一志地域の４地区集会所につ
いては、地域住民のため、地域
社会の環境改善及び地域振興を
図り、住民の福祉をする目的で
設置されている。

利用人数
　４施設の利用人数を指
標設定しました。

5,000人 3,057人
　各事業の減少と参加者
数の減少に伴い、目標を
下回っている。

4

　利用人数は減少傾向で
あるが、地域活動の拠点
として必要な施設であり
効率的に利用されていま
す。

現状維持

　利用人数は減少傾向で
あるが、地域活動の拠点
として必要な施設であり
効率的に利用されていま
す。

一志・地域
振興課

観光施設
維持管理
事業

　住民の憩いの場及び青少年の
野外活動の場の提供をするため
に、矢頭登山道の整備と矢頭中
宮キャンプ場の維持管理を行い
ます。

施設利用者数

　利用者数を増やすた
め、広報津やホームペー
ジ等でPRし、集客のつな
げる。

800人 612人
　団体客の利用により人
数は大きく変動する。

3
　利用者が増となるよ
う、更なる当施設のPRが
必要である。

現状維持

　自然豊かな環境であ
り、毎年夏利用する固定
客もあり現状維持として
運営していきたい。

一志・地域
振興課

出張所管
理運営事
業

　高齢化率が高い地域であり、
地域に密着した窓口業務を目指
します。

市民サービス
の窓口として
充実させてい
く

　市民サービスの充実を
指標に設定します。

　戸籍、住民基本台
帳関係の交付事務、
矢頭キャンプ場の利
用受付を行い市民生
活の利便性を向上さ
せます。

　地域に密着した窓口業
務を目指し、市民生活の
利便性の、より一層の向
上を心掛けました。

4

　高齢化率も高く、一志
総合支所からも離れてい
るため、市民サービスの
窓口として戸籍・住民基
本台帳等の交付事務等を
おこない、市民生活の利
便性に供していきたい。

現状維持

　高齢化率も高く、一志
総合支所からも離れてい
るため、市民サービスの
窓口として戸籍・住民基
本台帳等の交付事務等を
おこない、市民生活の利
便性に供していきたい。

一志・地域
振興課

行財政改
革関係事
業

　一志地域の中心部に位置し、
当該地域のスポーツ施設の中核
を担う公共施設として、健康増
進・地域間交流・人々のふれ合
い・憩いの場として利用してい
ただいている。また、合併以後
は一志地域以外の利用者も多
く、今後一層の増加も見込まれ
ることから、利用しやすい環境
を維持できるよう利用者への
サービス提供を怠らず、地域の
活性化に繋げていけるよう努め
ていく。

利用人数

　市民の健康づくりや競
技力の向上のため津市一
志体育館の利用人数を指
標とする

23,000
人

25,863
人

　利用者の満足度を
測るのは難しいの
で、利用人数を指標
とする。
　老朽化した施設を
充実した状態に保て
るように、随時改修
をしながら利用者の
満足度が高い施設を
目指したい。

　カーテンの不具合・雨
漏り等を改修すること
で、工事期間中使用を停
止したリスク以上の効用
があり、利用者を増加さ
せることができた。
　今後も更なる設備の充
実を図り、利用者増加に
向けて努力していきた
い。

4

　施設管理においては、
清潔で心地よい空間を利
用者に提供できるよう、
清掃に関して徹底して管
理を行った。また、ス
ポーツ施設のため施設利
用のルールやマナーを遵
守していただくよう掲示
による注意喚起を充分に
行い、施設の安全な管理
運営に努めることが出来
た。

現状維持

　概ね施設管理について
は、目的を遂行している
ため、今後も市民サービ
スに重点を置き、運営し
ていく。
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